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第１章 都市づくりの課題と方向性
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１. 本市の位置づけ
（１）位置と圏域

本市は、鹿児島の県都であり、鹿児島湾（錦江湾）に面し、海を隔てた桜島（標高 1,117m）を含

んだ東西約 33km、南北約 51km の都市です。

市街地は、鹿児島湾に流入している甲突川、永田川などの中小河川で形成された平坦部にあり、そ

の周辺は、海抜 100m から 300m の丘陵地帯（シラス台地）となっています。

日本の南に位置する本市は、アジアと近接しており、古くから交流のゲートウェイとしての機能

を果たしてきた歴史を有し、現在、陸・海・空の交通結節点となっています。

また、北は姶良市、西は日置市、南は指宿市などと接しており、県都としての役割や、いちき串木

野市、日置市、姶良市で構成するかごしま連携中枢都市圏の中心都市としての役割を担っています。

©esri

▲ 広域的位置図

▲ 鹿児島市の位置

出典）ネクスト"アジア・鹿児島"

イノベーション戦略（概要版）

▲ 鹿児島市の市街地と鹿児島湾・桜島
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（２）他都市と比較した本市の特徴
本市と同規模の都市（三大都市圏を除く中核市：36 都市）や県内の都市と比較※すると、本市は

以下のような特徴があります。  ※ 都市モニタリングシート（国土交通省 2018（平成 30）年公表）

① コンパクトな市街地
市街地（人口集中地区、市街化区域及び用途地域）の人口密度は比較的高く、また、日常生

活サービスの徒歩圏充足率や、公共交通の利便性が高い範囲に立地する住宅の割合も比較的高

いことなどから、コンパクトな市街地が形成されているといえます。

② 計画的に整備された市街地
住宅団地をはじめとする住宅地が計画的に整備されてきた結果、市街地面積に占める低層住

居専用地域の割合が非常に高くなっています。

その一方で、商業地域の面積が大きいなど、メリハリのある土地利用が行われています。

また、道路や下水道の整備率が高いなど、都市の基盤整備は比較的進んでいますが、1 人当

たりの都市公園面積や図書館、保育所は少ない状況です。

③ 利用率の高い公共交通
通勤・通学時の主な交通手段は、バスや徒歩などとなっており、自動車の利用率は低い状況

です。

また、1 人当たりの自動車保有台数や自動車からの CO2 排出量が低いなどの特徴もありま

す。

④ 都市機能が集積された広域的な拠点
行政区域面積は、県全体の 6.0%ですが、県内人口の 37.3%（2020（令和 2）年国勢調査）

が居住しています。

また、大学などの高等教育機関や病院などの医療施設に加え、商業施設も多く立地するなど、

都市機能が集積し、広域的な拠点となっています。


